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労働者の就業形態（厚生労働省発表（04年7月）資料）

世
界
の
常
識

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
あ

た
り
ま
え
で
す

「
正
規
社
員
の
あ
の
人
と

パ
ー
ト
の
私
は
同
じ
よ
う
な

仕
事
を
し
て
い
る
の
に
賃
金

は
半
分
、
納
得
い
か
な
い
」
っ

て
思
っ
て
い
る
あ
な
た
。
本

当
に
そ
う
で
す
ね
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
同
じ
仕
事
を
す
れ
ば
、

時
間
当
た
り
の
賃
金
は
社
員

も
派
遣
労
働
者
も
同
一
賃
金
」

で
あ
る
「
均
等
待
遇
」
が
常

識
で
す
。

日
本
で
は
同
じ
仕
事
で
も

賃
金
格
差
が
拡
が
っ
て
い
ま
す

日
本
で
は
同
じ
仕
事
で
も
、
正

規
労
働
者
と
非
正
規
労
働
者
の
賃

金
格
差
が
拡
が
っ
て
い
ま
す
。
日
本

の
雇
用
労
働
者
の
総
数
は
約
５
０
０

０
万
人
。
こ
の
う

ち
非
正
規
労
働
者

は
１
５
０
０
万
人

（
総
務
省
「
労
働

力
調
査
」
）
と
、

雇
用
労
働
者
の
３

割
を
超
え
て
い
ま

す
。
非
正
規
労
働

者
の
労
働
条
件
は
、

賃
金
だ
け
で
な
く

一
時
金
や
退
職
金
、

福
利
厚
生
な
ど
多

く
の
不
合
理
な
差

別
が
あ
り
ま
す
。

年
収
は
２
０
０
万

円
台
で
、
正
規
労

働
者
の
半
分
か
ら

３
分
の
１
程
度
で

す
。
同
じ
仕
事
を

し
な
が
ら
労
働
条
件
に
大
き
な
格
差
が
あ
る
こ
と
に

不
満
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
均
等
待
遇
」

実
現
に
向
け
て

「
正
規
」
も
「
非
正

規
」
も
す
べ
て
の
労
働

者
が
人
間
ら
し
く
権
利

が
尊
重
さ
れ
働
け
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
、

労
働
法
を
改
正
し
パ
ー

ト
や
臨
時
、
派
遣
労
働

者
な
ど
に
「
均
等
待
遇
」

の
枠
組
み
を
作
る
こ
と
。

同
時
に
職
場
の
な
か
で

一
歩
一
歩
、
「
均
等
待

遇
」
に
向
け
た
労
働
条

件
の
改
善
を
は
か
る
こ

と
で
す
。

＜発行＞２００５年５月

＜茨城日立地区版＞

日立関連労働者懇談会
〒108-0073 東京都港区三田3-2-20

（電機労働者懇談会気付）
TEL(03)3455-6006 FAX(03)3451-3595

日 立 懇

「不安定雇用」でコスト削減
政府と財界は雇用形態を一握りの正規雇用労働者とあとの圧倒的多数は

企業の要請に応じて、雇入れたり、削減したりすることができる「雇用の

流動化」政策を推進してきました。企業はグローバル経済下で生き残りを

かけたリストラ「合理化」

を大々的に推し進め、正

規労働者を削減し、安く

て置き換えのきく労働力

であるパートや派遣、委

託、請負に切り替えてき

ました。2003年から0

4年の1年間で正規労働

者が76万人減り、非正

規雇用労働者が55万人

増えています。



結
局
は

〃
人
件
費
削
減
策
！
〃

ハ
イ
コ
ス
で
は
、
「
転
勤
が
い

や
な
人
は
給
料
10
％
カ
ッ
ト
」
と

い
う
「
勤
務
地
限
定
制
度
」
導
入

を
め
ぐ
っ
て
怒
り
の
声
が
続
い
て

ま
す
。
「
転
勤
ノ
ー
の
人
に
対
し

て
は
、
10
％
も
カ
ッ
ト
で
き
る
。

イ
エ
ス
の
人
が
転
勤
先
で
慣
れ
な

い
仕
事
で
成
果
が
上
が
ら
な
け
れ

ば
、
成
果
主
義
で
給
料
を
減
ら
せ

る
。
」
「
ど
っ
ち
に
し
ろ
、
給
料

を
減
ら
せ
る
と
言
う
わ
け
だ
。
と

い
う
こ
と
は
、
な
ん
の
こ
と
は
な

い
〃
人
件
費
削
減
策
〃
と
い
う
わ

け
か
。
」
と
の
会
話
。
（
日
立
ハ

イ
コ
ス
）

変
則
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
は
〃
困
る
〃

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、

（
情
制
シ
）
は
２
日
、
３
日
が
出

勤
日
と
い
う
異
例
の
設
定
。
特
に

３
日
は
祭
日
で
す
が
、
こ
の
日
を

出
勤
日
に
し
た
の
は
、
（
情
制
シ
）

だ
け
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
「
こ
の

２
日
間
を
計
画
年
休
に
す
れ
ば
10

連
休
に
な
る
か
ら
」
と
、
計
画
年

休
行
使
を
積
極
的
に
勧
め
る
職
場

も
あ
り
、
、
多
く
の
所
員
が
計
画

年
休
に
。
と
こ
ろ
が
、
派
遣
で
働

い
て
い
る
多
く
の
女
性
の
場
合
は

年
休
日
数
が
少
な
い
の
で
、
「
お

盆
の
と
き
の
一
斉
年
休
だ
け
で
５

日
も
な
く
な
る
の
に
、
ま
た
２
日

も
取
っ
て
し
ま
っ
た
ら
自
由
に
使

え
る
分
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」

と
い
う
こ
と
で
、
出
勤
せ
ざ
る
を

え
な
い
と
い
う
こ
と
に
。

（
情
制
シ
）

メ
ー
デ
ー
の
訴
え
が

〃
政
権
交
代
〃
と
は

４
月
29
日
に
連
合
の
日
立
地
区

メ
ー
デ
ー
が
、
日
立
駅
前
新
都
市

広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
連
合

茨
城
会
長
や
民
主
党
国
会
議
員

（
３
名
）
ら
が
挨
拶
を
し
ま
し
た

が
、
い
ず
れ
も
小
泉
自
民
党
政
治

か
ら
民
主
党
に
よ
る
政
権
交
代
を

強
調
。
一
方
で
、
今
年
行
な
わ
れ

る
茨
城
県
知
事
選
挙
で
は
、
自
民

党
県
政
の
「
橋
本
知
事
の
推
薦
を

決
定
し
た
」
理
由
は
、
「
橋
本
知

事
に
代
わ
る
人
物
が
い
な
い
」
と

の
説
明
。
参
加
者
か
ら
「
言
っ
て

る
こ
と
と
や
る
こ
と
が
違
う
」

「
選
挙
の
決
起
集
会
み
た
い
」

「
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
の
脱
線
事
故
の

話
が
な
い
の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
」

の
声
。
（
日
立
地
区
メ
ー
デ
ー
で
）

日
立
電
鉄
に

〃
車
両
売
却
や
め
て
〃

日
立
電

鉄
線
が
三

月
末
で
廃

線
に
な
っ

た
問
題
で
、

存
続
運
動
を
続
け
て
き
た
県
立
佐

竹
高
校
生
徒
会
は
３
月
28
日
ま
で

に
、
車
両
や
設
備
、
部
品
の
売
却

を
計
画
し
て
い
る
日
立
電
鉄
に
た

い
し
て
「
復
活
は
あ
り
え
な
い
と

言
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
」
と
抗
議

す
る
と
と
も
に
、
県
と
日
立
、
常

陸
太
田
の
両
市
に
①
廃
線
に
よ
る

地
域
住
民
へ
の
影
響
や
交
通
渋
滞

な
ど
の
調
査
②
鉄
道
部
品
の
売
却

を
再
検
討
す
る
よ
う
日
立
電
鉄
に

申
し
入
れ
る
こ
と
な
ど
を
求
め
ま

し
た
。

代
替
バ
ス
利
用
の
生
徒
か
ら
聞

き
取
っ
た
▽
到
着
時
刻
が
予
定
よ

り
遅
れ
る
▽
朝
、
家
を
出
る
時
刻

が
早
く
な
っ
た
▽
バ
ス
は
乗
り
心

地
が
悪
い
▽
運
賃
が
高
く
な
っ
た

▽
土
・
日
曜
日
の
本
数
が
少
な
く
、

最
終
バ
ス
が
早
す
ぎ
て
不
便
－
な

ど
の
声
を
紹
介
し
、
「
あ
ら
た
め

て
通
学
生
の
大
変
さ
が
伝
わ
っ
て

き
た
」
と
の
べ
、
同
線
復
活
を
求

め
て
い
ま
す
。

同
校
生
徒
会
が
事
務
局
に
な
っ

て
い
る
「
日
立
電
鉄
線
の
維
持
存

続
を
も
と
め
る
高
校
生
徒
会
連
絡

会
」
は
「
日
立
電
鉄
線
の
復
活
を

も
と
め
る
高
校
生
徒
会
連
絡
会
」

に
名
称
を
変
更
し
、
運
動
を
続
け

て
い
く
方
針
で
す
。
（
新
聞
「
赤

旗
」
報
道
よ
り
）


